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巻頭言 手をとりあい、ともに守る 

八戸工業大学 学長 長谷川明 

 

地方にある大学は、中央にある大学とは様々な面で異なっていま

す。経営の規模や学生数ではかないませんし、当然教員の数も限ら

れています。一方、地方の大学は、立地地域の特徴を熟知し、地元

の企業や行政としっかりと結びついています。小回りの利くことを活か

して、丁寧な教育や地域のニーズに合わせた研究活動を行うことも

できます。地域の大学だからこそ、地域のためにできることはたくさん

あるはずです。 

八戸工業大学は地域に貢献することが基盤となっている地域の

大学です。その使命・目的に「地域社会の発展に寄与する」ことを謳

い、地域の要請を受けて地域で求められる技術者を育成するため

に設立されました。将来ビジョンとしても「地域の要請に応える教育と研究を行い、地域に不可欠な大

学」「専門的学識とともに人格の優れた人材を育成し、地域の課題解決に取り組む研究を行って、地

域に貢献する大学」であることを掲げています。 

2017 年度、八戸工業大学は文部科学省より「私立大学研究ブランディング事業」の支援対象校

に選定されました。これまでの地域における活動とそれらをステークホルダーに伝える努力が認めら

れた成果と考えています。 

この度の申請にあたり私たちが明確にしたテーマは、「北東北の人口減少社会における自律的課

題解決に向けたハブ機能構築と社会的資本の維持開発研究事業」です。厳しい気候風土にあり急

速に人口減少が進行している北東北では、インフラの長寿命化、防災減災のための技術開発、イン

フラ整備や維持にあたる技術者の育成が不可欠です。一方この地域には、社会が共有する資本とし

て、豊かな自然と歴史文化、競争力の高い農産物や海産物などの一次産品があります。これらを貴

重な観光資源として守り、価値開発することや自然と共生する循環型社会に活かすことも、地域経

済の活性化を考える上で極めて重要なファクターです。 

これらの社会的資本は地域で維持され、またその実りは地域で共有されることが望ましいでしょう。

このような自律的な状況の実現には、研究成果を地域に還元するばかりでなく、それを運用できる人

的資源や地域の仕組みが必要です。本学は地域の企業・行政・市民、すなわち多くのステークホル

ダーの方々と協働して、地域の社会的資本を、「手をとりあい、ともに守る」決意で、本事業を推進し

てまいります。 

そのような活動には、多数のステークホルダーの皆様のご理解を欠かすことはできません。本学の

地域における存在価値について広くご理解をいただき、事業のサポートや協働の推進にお力添えを

賜りたいと存じております。本学の価値を発信するという点でそれはまさしくブランディングであり、同時

に地域の皆様のご助力が事業の成果を高めることにもつながります。 
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このアニュアルレポートは、2017 年度から 18 年度にかけての当事業活動の報告です。期間中ス

テークホルダーの皆様には、有形無形のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。当レポートをご高覧

の上、ご意見等ございましたらご遠慮なく八戸工業大学担当者へご連絡ください。当事業の推進に

引き続きご協力賜りますようお願い申し上げます。  
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八戸工業大学研究ブランディング事業 

ARCH PROJECT 手をとりあい、ともに守る 

 

 

人口減少社会が進む今日において、 

地域のことを考える方々と協力しながら、 

まちづくりを進めることが大切になってきています。 

八戸工業大学では、「教育」と「研究」という観点から、 

新しい未来を切り拓き、まちを担っていく人材を育成し、 

様々な研究成果を地域社会に還元していきます。 

多くの人の想いを橋渡しし、 

暮らしの土台をつくり、守りながら、 

よりよい地域社会を創造することを目指します。 

 

 

 

本報告書は八戸工業大学研究ブランディング事業の 2017～18年度の活動をまとめたものです。私

たちが地域と手をとりあい、ともにこの地域を守るために行っていることを、ステークホルダー各位はも

とより、八戸工業大学の教育研究活動に関心を抱いてくださるすべての方々に知っていただく目的で

作成しました。 
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研究ブランディング推進会議協議内容等 

研究ブランディング推進会議は、八戸工業大学学長を議長とし、事業に関わる意思決定を行うととも

に、全体を統括する役割を担っています。推進会議における議論の概要を以下に掲げます。 

 

第 1回 

日 時：2017年 4月 11日（火）10:30-12:30 

場 所：学長室 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長、得丸推進室課長、畑中

(ひ)推進室書記 

内 容：本学のブランディング推進にあたり、本学が持っている独自色とブランディング化への展開に

関して検討を行った。また、事業実施体制について確認を行った。 

 

 

第 2回 

日 時：2017年 4月 27日（木）14:30-16:00 

場 所：学長室 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長、得丸推進室課長、畑中

(ひ)推進室書記 

内 容：将来ビジョンと既存研究活動の内容から本学の独自色を検討し、自大学のイメージを検討し

た。また、事業が想定する効果からステークホルダーを検討した。事業実施体制については、各チー

ムおよび研究ブランディング推進会議のそれぞれにおいて PDCAサイクルを整備し、推進会議にて

進捗状況等の情報を共有しながら事業を進めることとした。 

 

 

第 3回（メール会議） 

日 時：2017年 7月 18日（火） 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長、得丸推進室課長、畑中

(ひ)推進室書記 

内 容：本事業推進のために計上した予算について、各チームより実施計画概要を提出し、配分す

ることとした。 
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第 4回 

日 時：2017年 11月 14日（火） 9：00-10：20 

場 所：学長室 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、松坂事務部長、蛯名財務課長、高橋晋推進室

次長、得丸推進室課長、畑中(ひ)推進室書記 

内 容：実施体制、組織、５年間のスケジュールを確認した。各チーム内で定期的に進捗情報を確

認し、推進会議で報告することとした。また、防災技術社会システム研究センターをブランディング事

業に組み入れていくことについて検討した。 

 

 

第 5回 

日 時：2017年 12月 13日（水） 13：00-15：10 

場 所：学長室 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長、得丸推進室課長、畑中

(ひ)推進室書記 

内 容：各プロジェクトチームの進捗状況および研究計画・事業計画について確認を行った。また、ブ

ランディング事業ホームページの開設について検討した。 

 

 

第 6回 

日 時：2018年 3月 5日（水） 13：00-15：10 

場 所：学長室 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長 

内 容：各プロジェクトチームの実績報告があり、2017年度達成度評価を行った。また、2018年度の

全体目標及び各チームの計画・目標について検討した。 

 

 

第 7回 

日 時：2018年 3月 26日（水） 16：00-17：00 

場 所：学長室 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長、得丸推進室課長、畑中

（ひ）推進室書記 
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内 容：ブランディングを推進するため、コンサルタントを外部委託することについて検討した。 

 

 

第 8回（メール会議） 

日 時：2018年 7月 26日（木） 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長、得丸推進室課長、畑中

(ひ)推進室書記 

内 容：ブランディングチームより、研究ブランディングの活動タイトル、プロジェクト名の提案があった。

活動タイトル 「Power to the City」プロジェクト名 「まちの根・まちの葉プロジェクト」とすることにした。 

 

 

第 9回（メール会議） 

日 時：2018年 8月 27日（月） 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長、得丸推進室課長、畑中

(ひ)推進室書記 

内 容：ブランディングチームより、研究ブランディングの活動タイトル、プロジェクト名の再提案があっ

た。前回の活動タイトル、プロジェクト名では、メッセージが伝わりにくい恐れがあるため、活動タイトルと

プロジェクト名を１つにまとめ「ARCH PROJECT 手をとりあい、ともに守る」とした。 

 

 

第 10回（メール会議） 

日 時：2019年 1月 8日（火） 

出 席：長谷川学長、四竃教授、金子研究実施 PT リーダー、阿波人材育成・社会実装推進 PT リ

ーダー、高橋史朗ブランディング推進 PT リーダー、高橋晋推進室次長、得丸推進室課長、畑中

(ひ)推進室書記 

内 容：2018年度の各チームの実績、達成度、実施内容について確認した。また、来年度の計画・

数値目標について検討を行った。 
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ブランディング推進 PT活動報告 

1. PTの活動の概要と目的 

ブランディング推進 PT では、2017-18 年度、以下の事業を推進しています。これらはいずれも、八戸

工業大学のブランド価値の可視化と共有を目的としています。 

(1) 八戸工業大学および地域の特質を客観的に把握し、既存の研究成果などを考慮し、本学のセ

イリエンスを明確化すること。 

(2) 上記(1)および研究活動の方向性などを考慮して、当事業で発信するブランドコンセプトを策定す

ること。 

(3) ブランディングツールとして、Webサイトを構築し、コンセプトブックを作成すること。 

(4) ステークホルダーに対し、コンセプトとブランド価値の共有を図るためのイベント等を企画・運営す

ること。 

 

2. コンセプト設計 

(1) 概要 

ブランディング活動において、ステークホルダーに心理的な近さや情緒的結びつきを形成し、共感

を得ることは極めて重要です。大学のブランディングでは、研究の必要性や目的、その成果が導く将

来像といったことがらを、ストーリーとして組み立て、わかりやすくステークホルダーに伝えることが求め

られます。コンセプトはそのコミュニケーションの基盤となるものであり、その設計には、大学や地域の

特質、研究の価値や成果などを理解するとともに、それを集約する必要があります。 

ところが、インサイダーである私たちが本学や八戸について考えるとき、気づかないことや近視眼的

に見てしまうこと、過大評価してしまうことが多くあります。ブランドコンセプトを設計するには、大学や地

域のもつ価値や資源を、より客観的な視点で把握することが必要です。また、八戸工業大学の教職

員はブランディングを行う主体であると同時に、ブランディングの対象でもあります。教職員全員がそ

のような立場にあることを理解し、自発的に活動へ参加してもらう環境が不可欠です。 

そこでコンセプトの設計にあたり、八戸工業大学ではブランディング・コンサルタント「ロフトワーク株式

会社」との協働作業を行いました。八戸工業大学とロフトワークが行ったコンセプト設計のプロセスは以

下の通りです。 

① 八戸ならびに北東北が有する特徴及びブランディング上のセイリエンスの把握 

② 八戸工業大学が有する特徴及びブランディング上のセイリエンスの把握 

③ 八戸工業大学の研究活動の価値の明確化とコンセプト仮説の構築 

④ 学外のステークホルダーへ発信するメッセージとアクションプランの検討 

⑤ コンセプト仮説のブラッシュアップ 

上記のプロセスは複雑ですが、目的はステークホルダーの共感を得られるコンセプトを設計すること

です。実地調査の他、研究バリューワークショップとアイディエーションワークショップという教職員自身

の活動も含まれ、それ自体がインナーブランディングの重要な要素となっています。 
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(2) 研究バリューワークショップ（2018年 6月 2日実施） 

研究バリューワークショップの目的は、当事業

の中で行われている／行おうとしている本学の研

究活動の特徴と価値を明確化することにあります。

そこで当ワークショップでは、研究の進捗状況や

これまでに得られた成果、研究が社会に提供で

きる価値について再確認しました。また、研究者

が一堂に会することで、ブランディング活動に対

する理解を広めるとともに、学際的な研究活動に

つながるよう配慮しています。 

ワークショップでは複数のワークシートを用い、

まず研究概要の分類から着手し、研究ビジョンの

分類、研究バリューの分類を順に行っています。

各研究の共通部分を整理するとともに、当事業

において重要性の高い研究価値を抽出しました。

作業過程は協力者の学生がリアルタイムに記録

し、グループプレゼンとリフレクションを行って、研

究バリューを参加者全員が共有しています。 

(3) アイディエーションワークショップ（2018年 7月 5日実施） 

研究バリューワークショップで明らかとなった研

究活動の共有点や価値をもとに、コンセプト仮設

を構築しました。アイディエーションワークショップ

ではそれを参加者が共有するとともに、ステーク

ホルダーへのメッセージとそれを実現するための

アクションプランのアイディアを検討しています。 

初めにステークホルダーの洗い出しを行いまし

た。研究上の繋がりのある地域の人々や企業・団

体を整理し、ステークホルダーのマッピングにつな

げる作業です。次にステークホルダーに研究価

値を伝える活動のアイディアを検討しています。

ステークホルダーを確認しながら、伝えるべきメッ

セージとアクションプランﾝを検討し、グループプレ

ゼンテーションを行って、共有しています。 

八戸工業大学とロフトワークは、これら二つのワ

ークショップを経て、次節に掲げるコンセプトを確

定しています。 
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(4) コンセプトとプロジェクト名 

プロジェクト名 ARCH PROJECT（アーチプロジェクト） 

コンセプト 手をとりあい、ともに守る 

 

調査活動とワークショップで明らかとなった地域の実情と特性、本学の研究活動の有する価値、多

様なステークホルダーとの繋がりなどを踏まえて、私たちは当事業で推進するプロジェクトを ARCH 

PROJECT と名付けました。 

八戸工業大学は地域の人々・企業・行政と協力しながら活動している大学です。北東北には今多く

の課題があり、人と人の繋がりを形成し強めることが地域社会を守るために不可欠です。地域が自律

的に発展するために、私たち自身もその繋がりの中で重要な役割を担うとともに、繋がりをつくる大学

でありたいと考えています。ARCH には、人と人を橋渡しするプロジェクトとなる私たちの想いが込めら

れています。 

ARCH PROJECT のコンセプトは「手をとりあい、ともに守る」です。私たちの教育の研究は、「人と

人との関係をつくる」「安心・安全なまちをつくる」「地域をつくる人材を育てる」ためにあります。そして

このプロジェクトで私たちは、地域の人と協力して、これからの地域を担う人材を育て、研究成果を地

域に還元することで、よりよい地域社会を創造することを目指しています。この豊かな北東北の地を、

「手をとりあい、ともに守る」ため、様々な活動を実践します。 

プロジェクトの具体的な活動には、コンセプトを支える三つの視点が共有されています。すなわち、

「生活と向き合い、ともに守る」「暮らしを創造し、ともに守る」「社会を支え、ともに守る」です。今の北
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東北の暮らしをどのように維持すべきか、どのように文化を受け継ぐべきか、どのようにインフラを守る

のか、八戸工業大学は地域とともに取り組みます。 

 

3. コンセプトブック 

コンセプトブックは、八戸工業大学研究ブランディング事業について、その内容を具体的に伝える

ためのツールです。ARCH PROJECTの概要、八戸工業大学の取り組み、地域のステークホルダー

や八戸工業大学からのメッセージで構成されています。地域や大学の特質、研究価値についてもわ

かりやすく表現されています。 

 

ブランディング推進 PT はロフトワークとの協働のもと、当ブックを制作し、八戸工業大学ブランド価

値の発信に努力しています。当事業に欠かすことのできない地域のステークホルダーにも配布を進

めており、特に寄付にご協力いただいた企業等については、順次すべてにお送りしています。本学全

教職員には、事業の活動報告会において、研究や社会実装の成果とともに紹介し、内容を共有済

みです。また学生には 2019年 4月上旬までに配布し、本学のブランド価値の定着を図るとともに、事

業のプレーヤーとして自らを認識し、参画を促すこととしています。さらには、オープンキャンパスなど

の機会にも積極的に活用し、コンセプトの浸透を図っています。 

 

4. Webサイト 

Web 上での情報発信については、大学 Web サイト内の特設ページと ARCH PROJECT 専用サ

イトを構築しています。 
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(1) 研究ブランディング事業紹介ページ 

https://www.hi-tech.ac.jp/branding/ 

研究ブランディング事業の概要、活動イメージ、目的などを紹介するページです。コンセプト構築以

前から、事業を広報する目的で、八戸工業大学 Web サイトの一部として公開しています。組織構

成や寄付申し込みフォームなども掲載されており、紹介ページとして十分な機能を有しています。 

(2) ARCH PROJECT専用サイト（コンセプトサイト） 

https://www.arch-pj.net/ 

 

事業コンセプトの共有を目指した Web サイトで、コンセプトブックの内容を含むブランド価値の提供

と活動の発信を目的に構築されています。シンプルでわかりやすいデザインを採用しながらも、多様

なデバイスでの閲覧に対応出る設計としました。トップページにある Concept、About、Activity の各

メニューにはより詳細で豊富な情報が紐づけされており、当事業について深く知りたい方の意向に沿

うだけでなく、説明用資料としも十分に活用できるよう配慮しました。 

コンセプトブックの主要部分は本 Web サイトにも掲載されており、本学の地域における価値が明快

https://www.hi-tech.ac.jp/branding/
https://www.arch-pj.net/
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に伝わる構成です。また、教職員が情報をアップロードしやすいよう設計していることも特徴となってい

ます。今後の事業の進展に合わせて、研究活動の成果や各種イベントの告知・報告などに幅広く活

用されることになります。 

 

5. インナーブランディング 

ブランディング推進 PT ではインナーブランディングの重要性に鑑み、事業開始の直後から、多様

な活動を展開しています。特に教職員については、上述の 2 回のワークショップのほか、複数の報告

会を開催して、事業推進への支援を求めながらブランド価値の理解・浸透を図っています。このうち

2018年 10月 3日開催の中間報告会では、事業内容、実施背景と目的、ブランディング戦略につい

てプレゼンを実施しています。また 2019 年 2 月 21 日開催の活動報告会では、背景と目的に関する

リフレクションの後、各 PTからの報告を行いました。 

学生に対する活動も順調に行われています。2018 年度卒業生には、すでにコンセプトブックを配

布して事業への理解を求め、ブランド力の維持・向上に関する協力を依頼しています。2019 年度の

初めには、キャリアデザイン教育の一環としてコンセプトブックの配布と同様の協力依頼を全学生を対

象に行う予定です。なお、特に 1 年生については、正課科目であるキャリアデザインⅠにおいて大学

理解の一環として大学の地域における価値を指導することとしており、シラバスにも反映されています。 
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研究実施 PT活動報告 

1. 活動の概要と目的 

当事業では、北東北の経済、文化、社会的な背景を考慮しながら、この地域の自律的な課題解

決に貢献することを目的とした研究活動を行います。北東北におけるインフラの維持・更新、防災・減

災に関わる技術開発の重要性は、他地域に比して極めて大きくなっていますし、雇用の活性化も急

務です。観光資源の開発や文化資産の維持も極めて現代的な課題です。 

研究実施PTはこれらの課題を解決する研究を統括し、支援する活動を行っています。学内のリソ

ースを有効に活用し、研究プロジェクトの円滑な推進を図ります。また、地域との協働を推進するとと

もに、事業趣旨を説明して地域企業を中心に多様なサポートを依頼する役割も担っています。 

 

2. 研究部門と研究課題 

研究推進にあたり、事業目的を勘案して三つの研究部門―(A)インフラ社会システム研究部門、

(B)インフラ基盤技術研究部門、(C)防災技術研究部門―を設けています。部門ごとにいくつかの研

究課題があり、具体的な研究テーマがそこに紐づけられています。さらに各部門の研究を支援するた

めに、(D)環境技術研究部門と(E)支援技術研究部門を設置し、連携と支援効果の向上を図ってい

ます。(A)～(C)各部門の研究概要と研究課題、研究テーマを下に掲げます。 

 

(A) インフラ社会システム研究部門 

地域インフラのあり方に関する社会科学的研究を行う部門です。市民参加型地域づくりの仕組み、

地域づくりに自律的に参加する人材の育成手法、地域産業・文化の担い手育成手法の提案を目指

します。また、人口減少社会における安全・安心・快適な生活や地域産業の発展のための各種イン

フラのあり方について提案し、地域の魅力を高めることも重要な研究目的です。 

 

研究課題 A1 市民参加型地域づくりのための仕組みづくりと人材育成手法に関する研究 

テーマ A11 市民による自立的参加を促す地域づくりと人材育成手法に関する研究 

テーマ A12 地域の産業・伝統文化の新価値創造型人材育成手法の実践と開発 

 

研究課題 A2 人口減少社会における地域インフラのあり方に関する研究 

テーマ A21 地域の医療ネットワークのあり方に関する研究 

テーマ A22音をキーワードとした安全で快適な生活インフラのあり方に関する研究 

テーマ A23人口減少社会におけるインフラのあり方に関する研究 

 

(B) インフラ基盤技術研究部門 

北東北における持続可能なインフラ基盤を構築するための技術開発に関する研究を行う部門です。

北東北における社会基盤施設の高耐久化・長寿命化および、それに関わる点検・診断、劣化・損傷
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評価の高度化、地域特性を考慮した社会基盤システムの高度化・最適化を目指しています。 

 

研究課題 B1 寒冷地インフラの老朽化メカニズムの解明と対策技術の高度化に関する研究 

テーマ B11 地盤の凍結融解・凍上による劣化メカニズムの把握とその対策手法の開発 

テーマ B12 寒冷水域を含む鋼構造物の劣化機構と対策について 

テーマ B13 積雪寒冷地域におけるコンクリート構造物の耐久性に関する研究 

 

研究課題 B2 寒冷地インフラの点検・計測・評価技術の開発と実用化に関する研究 

テーマ B21 先端的インフラ点検ロボット・センサーの開発と実用化に関する研究 

テーマ B221 Deep Learning を用いた橋梁の劣化評価手法の構築 

 

研究課題 B3 寒冷地あるいは人口減地域のインフラの高度化・最適化技術と維持管理システムに

関する研究 

テーマ B31 人口減社会に向けたローカルユース水道システムの開発 

テーマ B32 寒冷地域におけるコンクリート構造物の設計・施工・維持管理の高度化に関する研究 

テーマ B33 寒冷地域における再生可能エネルギーの賦存量推定と新しい電力・通信ネットワークイ

ンフラに関する研究 

 

(C) 防災技術研究部門 

北東北地域における「地震・津波防災」・「雪氷・豪雨災害」・「火災」に対する防災・減災・災害予測

の効果を高める研究を行っています。地域の地盤構造・地形だけでなく、北東北地域特有の雪害特

性を把握し、被害予測・減災技術を可能にする技術の高度開発を目指しています。また、北東北地

域における火災性状に適した消防設備や機器開発の方向性提示、火災コンクリート等の長寿命化を

可能にする技術開発も重要な研究目的です。 

研究課題 C1 地域の地震・津波防災に関する研究 

テーマ C11 北東北の地盤構造および地形の地域性の把握と地震被害予測・対策技術に関する研

究 

テーマ C12 遡上津波による被害予測と被害低減のための構造物の高度化に関する研究 

研究課題 C2 地域の雪氷・豪雨災害に関する研究 

テーマ C21 数値解析を用いた雪崩・斜面災害の被害予測手法の構築 

テーマ C22 雪氷特性と災害対策に関する研究 

 

研究課題 C3 地域の火災に関する研究 

テーマ C31 積雪寒冷地における市街地火災対策に関する研究 

テーマ C32 火害を受けるコンクリートの性状に関する研究 
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3. 研究業績一覧 

 

査読付き論文 

⚫ 竹内貴弘・木岡信治・宮崎均志：結氷海域に建設される鋼構造物の推定損耗量，土木学会論

文集 B3（海洋開発），Vol.74，No.11, CDR，2018. 7. 

 

国際会議発表 

⚫ R. Ogasawara・K. Mori・Y. Hashizume and K. Kaneko：In-situ tests of countermeasure 

technique for tne frost heave on cut slopes using geoxell and thermal insulation，11th 

International Conference on Geosynthetics，2018.9. 

⚫ Y.SAKOI ・M.ABA and Y.TSUKINAGA ： Influence of Chloride Ion Concentration 

Gradient on Chloride Ion Penetration under Freezing- Thawing Environment，The 

International Federation for Structural Concrete 5th International fib Congress 2018，

2018.1. 

⚫ Influence of Concrete Curing on Surface Quality and Deicing Salt Scaling Resistance of 

Concrete：SUSTAINABILITY AND INNOVATION IN CONCRETE MATERIALS AND 

STRUCTURES，Asian Concrete Federation (ACF2018)，2018.11. 

⚫ S. Takase・R. Ogasawara・K. Mori・ K. Kaneko・ S. Tanaka・ K. Nojima・ M. Sakuraba ：

Tsunami Debris Simularion Considering Impact Loading Based on Finite Cover Method，

13th World Congress on Computational Mechanics，2018.9. 

⚫ K. Mori・Y. Hashizume and K. Kaneko：Excavation countermeasures utilizing geocell at 

the foundation ground of the river embankment，11th International Conference on 

Geosynthetics，2018.9. 

⚫ Shinji KIOKA・Maiko ISHIDA and Takahiro TAKEUCHI：Experimental and theoretical 

considerations on water depth and force on onshore structures driven by run-up 

Tsunami wave in ice-infested waters，Proc. Of 24th IAHR International Symposium on 

Ice，2018.6. 

 

 

国内学会発表 

⚫ 東方悠平：地方都市におけるマイクロレジデンスの可能性，第 19 回環境芸術学会概要集，

2018.10. 

⚫ 今出敏彦：「「神の国」という問いー被災地のコミュニティ再構築の取り組みから」，日本基督教

学会第 66回学術大会（南山大学），2018.9. 

⚫ 横溝賢・皆川俊平・早狩昌幸・河村奈美子：胃袋で考えて動くデザイン教育の試み，日本デザ

イン学会 第 65回春季研究発表大会概要集, pp208～209，2018.6. 
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⚫ 横溝賢：逍遥するデザイン活動の振り返り，第 9回日本デザイン学会第 1支部研究発表大会，

2018.10. 

⚫ 勝呂明央・三浦雅展：量子化精度の違いによる音圧レベル差の時間変動，勝呂 明央，三浦 

雅展，2018.9. 

⚫ 小笠原亮介・盛健太郎・橋詰豊・金子賢治：繰り返し凍結融解を受けるセメント改良土の微視

的内部構造劣化の定量化の試み，第 73回土木学会年次学術講演会，2018.8. 

⚫ 齋藤聡・小笠原亮介・盛健太郎・橋詰豊・金子賢治：機械学習を用いた凍結融解を受けるセメ

ント改良土の微視的内部構造劣化の定量化，平成 30 年度土木学会東北支部技術研究発表

会，2019.3. 

⚫ 滝田大陽・迫井裕樹・阿波稔：凍結融解環境下における塩分浸透性に及ぼす乾湿繰返しの影

響，第 73回土木学会年次学術講演会，2018.8. 

⚫ 水口真人・迫井裕樹・阿波稔：事前に塩分浸透を受けたコンクリートの凍結融解環境における

塩分浸透性，第 73回土木学会年次学術講演会，2018.8. 

⚫ 太田健一・鈴木拓也・福士憲一・荒井活人・浜中直樹：耐塩素 NF膜によるクロラミン類の除去，

平成 29年度土木学会東北支部技術研究発表会講演概要集,CD-ROM（Ⅶ-62），2018.3. 

⚫ 鈴木拓也・太田健一・福士憲一・東京都水道局 浜中直樹・荒井活人：耐塩素ポリアミドNF膜

によるクロラミン類の除去，第 51回日本水環境学会年会講演要旨集,p.566，2018.3. 

⚫ 秋元洸人・上村賢一朗・鈴木拓也・福士憲一・荒井活人・山田誠：耐塩素ポリアミド NF 膜によ

るクロラミン類の除去に関する基礎的検討，平成 30 年度土木学会東北支部技術研究発表会

講演概要集，2019.3. 

⚫ 寒冷地域におけるコンクリート構造物の品質・耐久性確保に向けて：材料と施工，農業農村工

学会 材料施工研究部会，2018.11. 

⚫ 小笠原太郎・小玉成人：Googleマップを用いた小型風力発電分布マップの作成とゾーニング，

平成 30年度 情報処理学会東北支部研究会、資料番号 1-3，2018.12. 

⚫ 盛健太郎・小笠原亮介・橋詰豊・金子賢治：ファイバー混合粒状材料の強度変形特性と混合

率の関係の整理，第 73回土木学会年次学術講演会，2018.8. 

⚫ 坂本真・小笠原亮介・盛健太郎・金子賢治・村中俊裕・関下啓誠：ジオセル補強土における中

詰め材と補強材料との摩擦係数について，平成 30年度土木学会東北支部技術研究発表会，

2019.3. 

⚫ 鎌田嵩也・小笠原亮介・盛健太郎・金子賢治：逆断層により強制大変位を受ける柔層を含む

水平地盤の変形挙動，平成 30年度土木学会東北支部技術研究発表会，2019.3. 

⚫ 盛健太郎・橋詰豊：古地図を用いた地形と地盤特性および建築物被害の関係に関する考察，

日本建築学会東北支部研究報告集第 81号，CD-ROM，B-16，2018.6. 

⚫ 高瀬慎介・森口周二・寺田賢二郎：非ニュートン流体モデルを用いた雪崩の構造流体連成解

析，計算工学講演会論文集 Vol.22，2018.6. 
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その他 

⚫ 東方悠平：青森県八戸市でのアーティストインレジデンス AIR-H, Rural Scapes，Southeast 

Asian Art Residencies Meeting 2018，2018.4. 

⚫ 東方悠平：下北半島核をめぐる現地調査リサーチトリップレポート，AIR ケーススタディシリーズ，

2018.11. 

⚫ 皆川俊平：全国アートNPO フォーラム in 八戸，八戸市ポータルミュージアムはっち，2019.2. 

⚫ 横溝賢・稲葉航生・沓澤希実佳：浪岡城跡を中心とした学官民連携デザインワークショップ成

果発表，2018.10. 

⚫ 横溝賢・高橋祐賢・高野亜子：市民共創・下北バス・ラッピングデザインプロジェクト成果発表，

2018.11. 

⚫ 横溝賢・長谷川優真・三浦朋美：市民共創・階上早生そば生誕 100 周年記念 PR ツールデザ

インプロジェクト成果発表，2018.10. 

⚫ 小藤一樹・浅川拓克：八戸市の高齢者支援サービスに関する調査アンケート，2018. 

⚫ 浅川拓克：八戸消防本部における，ハイブリッド車・電気自動車の火災及び救助活動時におけ

る安全対策講習の実施，2018.11. 

⚫ 浅川拓克：岩手県久慈消防本部における，ハイブリッド車・電気自動車の火災及び救助活動時

における安全対策及び低圧電気取扱特別教育講習の実施，，2018.7. 

⚫ 今出敏彦：「「神の国」という問い−被災地のコミュニティ再構築と鎮魂の為に−」，「八戸工業大

学紀要第３８号」pp.21-37，2019.3. 

⚫ 橋本都・安部信行・今出敏彦・笹田公列：「八戸工業大学における消費者教育について」，「八

戸工業大学紀要第３８号」pp.122,123,127,128，2019.3. 

 

4. 研究事例報告 

研究活動の成果報告書のうち、2件を下記に掲げます。 
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人材育成・社会実装推進 PT活動報告 

1. 活動の概要と目的 

人材育成・社会実装推進 PTでは、地域産業や地域の活性化、まちづくり、防災等を踏まえてイン

フラ維持管理・更新を担うことができる人材育成プログラムを開発することを目的に活動しています。

この人材育成プログラムは各研究部門の研究成果を積極的に取り入れ、人材育成と研究成果の社

会実装を統合的に実現することを目指しており、地域の技術者の高度化と産業競争力を強化すると

もに、雇用の創出を支援するものです。さらに、一般市民や高校生、小中学生も対象とした地域づく

りやインフラ、防災等に関するプログラムも検討します。これらの人材育成プログラムの開発や研究成

果の社会実装は、地域の課題・ニーズを踏まえて、産官学の協働により推進することになります。 

今年度は、一般市民向けと社会人技術者向けのシンポジウムや講習会を開催しました。また、社

会人技術者の高度化と継続教育プログラムの要件等を地域の産官学で意見交換しています。 

 

2. フォーラム・イベントなどの事例紹介 

上記の趣旨に基づき、人材育成・社会実装推進 PTでは、イベントやシンポジウム等の新規企画、

既存イベントの改善等を検討し、学内外の協力者とともに運営にあたってきました。2018年度に開催

した主なシンポジウム、講習会等を以下に示します。このうち(1)～(3)は一般市民向け、(4)～(8)は技

術者向けのイベントです。 

 

(1) 1968年十勝沖地震 50周年シンポジウム－

過去を見つめこれからを考える－ 

日時：2018年 8月 25日（土） 14：00～17：30 

場所：八戸プラザホテル（八戸市） 

参加数：116名 

講演者： 

滝田 貢（八戸工業大学）「十勝沖地震から 50 

年－建物被害はどう変わったのか？」 

片岡 俊一（弘前大学）「1968 年十勝沖地震の

地震動強さと将来の地震動」 

清原 雄康（八戸工業高等専門学校）「降雨時・

地震時における地盤の挙動と防災」 

井上 丹（八戸学院大学地域連携研究センター）「防災教育と防災士について」 

パネルディスカッション：「過去を見つめこれからを考える－自助・共助・公助」 

コーディネーター：工藤 祐嗣（八戸工業大学） 

パネリスト ： 

豊島 信幸（青森県防災危機管理課） 

1968年十勝沖地震 50周年シンポジウム 
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滝田 貢（八戸工業大学） 

片岡 俊一（弘前大学） 

清原 雄康（八戸工業高等専門学校） 

井上 丹（八戸学院大学地域連携研究センター） 

概要：十勝沖地震から 50年目の節目にあたり、今後の防災や災害軽減のため、過去を振り返り最

近の知見を共有して、防災意識の向上を考えています。 

 

(2) 3.11防災フォーラム 2019－北海道胆振東部地震から学ぶ－ 

日時：2019年 3月 11日（月） 14：00～17：00 

場所：八戸市津波防災センター 

場所：参加者数：80名 

講演者： 

木幡 行宏（室蘭工業大学）「2018年北海道胆振東部地震による盤災害の概要」 

橋本 和明（日本工営（株））「北海道胆振東部地震での液状化被害」  

軽米 貴子、宮川 武志（八戸市市民防災部防災危機管理課）「自治体間の災害時相互応援協定

と職員派遣について」 

井上 丹（八戸学院大学地域連携研究センター）「地域活性化につなげる防災教育」 

花田 一磨（八戸工業大学）「北海道胆振東部地震に伴う大規模停電－何が起きたか？」 

概要：北海道胆振東部地震をテーマとし、この災害の状況や課題などを教訓とし、今後起こりうる災

害への対策・対応について理解を深めています。 

 

(3) 第 11回青森土木フォーラム「産業と土木 －物流－」 

日時：平成 30年 11月 11日（日） 13：30～16：30 

場所：青森県総合社会教育センター（青森市） 

参加者数：約 200名 

講演者： 

苦瀬 博仁（流通経済大学）「土木における物流の役割」 

パネルディスカッション：「土木と物流」 

コーディネーター：武山 泰（八戸工業大学） 

パネリスト：苦瀬 博仁（流通経済大学） 

三好 陽介（東奥日報社） 

肴倉 康郎（八戸港湾運送） 

堀合 紳弥（八戸工業大学） 

概要：地域産業や人口減少、防災等を踏まえて物流における土木あるいはインフラ整備の役割につ

いて講演とパネルディスカッションを行っています。 
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(4) 第 15回八戸工業大学セミナー 

日時：2018年 11月 24日（土） 13：30～16：50 

場所：八戸商工会議所 

参加者数：26名 

講演者： 

高瀬 慎介（八戸工業大学）「土木分野における計算

力学・計算工学」 

佐々木 幹夫（八戸工業大学）「青森県の自然災害」 

概要：日本技術士会東北本部青森県支部と連携し、

土木分野における計算力学・計算工学および青森県

の自然災害についての講習を実施しています。 

 

(5) 第 3回道路技術懇談会 

日時：2018年 12月 3日（月） 13：00～17：00 

場所：ロイヤルパークかわさき（久慈市） 

参加者数：155名 

講演者： 

尾形 和樹（松尾建設（株））「コンクリート構造物のひ

び割れ対策とその結果について」 

岩鼻 志郎（宮城建設（株））「コンクリート構造物の品

質確保の取組について」 

成田 正樹（アサヒ建設（株））「ボックスルカルバートに

生じたクラックとその処理について」 

小倉 仁志（西松建設（株））「RC床板の高耐久化－新柳渕橋での取組」 

音道 薫（上北建設（株））「青ぶな山バイパスにおける高耐久床版への取組みについて」 

中野 博英（青森河川国道事務所）「鯵ヶ沢道路におけるブレンド材を用いた盛土工について」 

佐藤 和徳（日本大学工学部）「床版防水工の施工上の留意点」 

阿波 稔（八戸工業大学）「寒冷地域におけるコンクリート構造物の表層品質と耐久性」 

概要：東北地方整備局における道路構造物の技術マニュアルや手引き類の動向、さらに現場での

品質確保・耐久性確保の実践例について紹介しています。 

 

第 15回八戸工業大学セミナー 

第 3回道路技術懇談会 
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(6) 第 3回インフラマネジメント技術講習会～地域のインフラ維持管理のあり方について考える～ 

日時：2019年 2月 26日（火） 13：00～17：00 

場所：民福祉プラザ 県民ホール（青森市） 

参加者数：280名 

講演者： 

長谷川 明（八戸工業大学）「八戸工業大学研

究ブランディング事業の紹介」 

若原 敏裕（内閣府 SIP・サブ PD）「戦略的イノ

ベーション創造プログラム(SIP)プロジェクトの成果

と今後」 

久田 真（東北大学大学院）「東北インフラ・マネ

ジメント・プラットフォームの展開」 

石川 雅美（東北学院大学）「インフラメンテナンス国民会議 東北フォーラムの取組み」 

岩城 一郎（日本大学工学部）「「橋のセルフメンテナンスふく 

概要：インフラ維持管理に関する近年の動向について話題提供するとともに、地域のインフラ維持管

理のあり方やその人材育成について意見交換しました。 

  

3. 今後の活動予告 

次年度以降も市民向けの防災フォーラムや技術者向けの講習会等を継続して開催します。また、

地域のインフラ技術者の継続教育を目的とした人材育成プログラムの内容を具体的に検討します。

加えて、その人材育成プログラムの一環としてインフラの維持管理（診断、補修・補強等）を模擬体

験・学習できる環境を学内に整備する予定です。 

第 3回インフラマネジメント技術講習会 
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体験学習施設のイメージ 

（仮称）青森県インフラ・マネジメント・エキスパート（IME）のイメージ 

青森県IME：インフラの地域特性、地域社会の情勢や地域の産業・活性化、地域
づくり、防災・減災等の知識を有するインフラ設計・施工・維持管理技術者（道路
［橋梁等］＋河川・港湾・農林水産施設等）

青森県橋梁点検技術研修制度

青森県IME
青森県独自の

人材育成プログラム

■中級プログラム：総合的・
地域的な専門知識に基づい
てインフラの設計・施工・維
持管理（点検計画の立案と
診断・対策）ができる技術者

■初級プログラム：インフラ
の基本的な知識を有し、設
計・施工の実務，施設の点
検作業ができる技術者

青森県のインフ
ラ設計・施工・維
持管理技術者
の高度化と継続
教育
※リカレント教育

（例えば：RCCM、一級土木施工管理技士等）

国交省登録民間資格の活用

インフラ・マネジメントの段階

①
構
想
段
階

②
計
画
・
調
査

③
設

計

④
施

工

⑤
運
用
管
理

⑥
維
持
管
理

⑦
更

新

⑧
廃

止

整備段階 メンテナンス段階



29 

 

 

寄付募金活動報告 

研究ブランディング事業では、寒冷地域および人口減地域といった当該地域の特徴を背景として、

防災技術および社会インフラ長寿命化技術の開発研究をさらに加速させると共にインフラ・まちづくり

に関わる社会システムを新たな研究テーマとして設定し実施します。さらに、これらの研究を基盤とし

てインフラ・地域づくりに関連する人材の育成と研究成果の社会実装も含めた総合的インフラ研究拠

点を構築することを目指しています。また、これらの活動を通して、地域の「安全・安心・快適な暮らし

の創造」と「農林水産業・工業・観光業など産業・雇用の活性化」に貢献することを目的としていま

す。 

ブランディングの成果指標として利用すること等を目的として、本事業の趣旨にご賛同いただいた

方々に寄付金（活動支援金）をお願いしています。事業の趣旨を説明し、支援金をお願いすること自

体がブランド化に繋がります。寄付をお願いしながら、地域の課題を聞いて歩くことで、より地域に密

着した大学を目指しています。ここでは、2018年度の主な活動を簡単に整理します。 

 

1. 活動記録 

2018年 6月 5日 三沢市・十和田市 建設会社・建設コンサルタント７社 

 金子賢治（社会連携学術推進室長）、橋詰豊（土木建築工学科講師） 

 

2018年 7月 13日 青森県内建設コンサルタント 9社 

 鈴木拓也（土木建築工学科准教授） 

 土木建築工学科と連携授業の際に寄付のお願い。 

 

2018年 10月 2日〜11月 7日 八戸市・六ケ所村・青森市など 25社訪問 

 長谷川明（学長）・斎藤克治（社会連携学術推進室係長） 

 東北電力青森支店、(株)八戸鉱山など、本学卒業生が在籍するなど関係の深い青森県内の有力

企業を訪問した。 

 

2018年 11月 12日 久慈市 建設会社等 2社 

 月永洋一教授（土木建築工学科）  

 

2018年 11月 26日 青森市 建設会社 7社 

 月永洋一教授（土木建築工学科）  

 

2018年 12月 7日、13日、14日、17日 仙台市建設関係 7社 

 阿波稔教授（土木建築工学科） 
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2018年 11月〜12月 八戸市内 約 20社 

 橋本洋一（法人事務局総務課）、一部、長谷川明学長、野田英彦教授同行 

 

2018年 12月 17日〜12月 18日 宮古市・山田町 建設会社４社訪問、山田町長訪問、交流会 

 長谷川明（学長）・笹田公烈（学生課長）、土木建築工学科４年生・堀合紳弥 

 建設会社 4社を訪問後、山田町役場で佐藤町長らと意見交換、総勢 18名での交流会開催。 

 

2019年 2月 21日 大館市 

 金子賢治（社会連携学術推進室長）、笹田公烈（学生課長）、土木建築工学科４年生・菅原涼太 

大館市建設業協会と大館市部長との懇談会に出席。ブランディング事業の説明と連携のお願い。 

 

2019年 1月 29日 八戸商工会議所情報・医療福祉部会、工業部会 約 100名。 

 金子賢治（社会連携学術推進室長） 

 ブランディング事業の概要についてプレゼン・寄付のお願い。 

 

2019年 2月 22日 八戸東ロータリークラブ 約 40社。 

 金子賢治（社会連携学術推進室長） 

 大学の現状とブランディング事業の概要についてプレゼン・資料配布・寄付のお願い。 

 

2019年 3月 25日〜27日 

 大黒正敏教授・浅川拓克講師（機械工学科） 関東地方 11社訪問 

 就職のお礼を兼ねてブランディング事業の寄付のお願い。 

 

2. 寄付金額（2019年 3月 31日までに入金された金額） 

¥8,921,045 

 

3. 寄付者ご芳名一覧（公開を望まない方を除く） 

(1) 法人（2019年 3月 31日までに申し込み済み） 

（株）中綱組 様   田中建設（株） 様 

南部シビルコンサルタンツ（株） 様 上北建設（株） 様 

（株）カネナカ技研  様  東陽測量設計（株） 様 

（株）田中組 様   （株）第一ホーム 様 

アクア設備（株） 様  （株）福萬組 様 

（株）東北基礎調査 様  （株）コウナン 様 

（株）青工 様   （株）技研 様 

（株）寺栄建設 様   穂積建設工業（株） 様 
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田中建設工業（株） 様  南部建設（株） 様 

（株）南建設 様   （株）測地コンサルシステム 様 

（株）佐藤建設工業 様  （株）柏崎組 様 

（有）井上測企 様   （株）興和 様 

エイコウコンサルタンツ（株） 様 （株）太陽測量設計 様 

（株）大坂組 様   （株）常磐測量設計 様 

（株）キタコン 様   （株）山田組 様 

（株）村下建設工業 様  （株）下舘組 様 

吉田産業協同組合 様  エイト技術（株） 様 

（株）八戸科学 様   三八五流通（株） 様 

八戸ガス（株） 様   青森県行政書士会 様 

（株）共同物流サービス 様  （株） 舘建設コンサルタント 様 

八戸液化ガス（株）  様  青森日揮プランテック（株） 様 

（株）ANOVA 様   前田工繊（株）盛岡営業所 様 

前田建設工業（株） 東北支店 様 （株） 夏堀組 様 

宮城建設 （株） 様   サクサシステムエンジニアリング（株） 様 

八戸セメント（株）  様  （株）青森銀行 様 

青い森信用金庫 様   （株）朝日設備 様 

岩田地崎建設（株）東北支店 様 アルバック東北（株） 様 

八戸鉱山（株） 様   （株）コサカ技研 様 

（公社）日本技術士会 東北本部 様 （株）ビジネスサービス 八戸支店 様 

（株）鹿内組 様   （株）ザックス 様 

（有）サウンドクリエイト 様  八戸港湾運送（株） 様 

（一社）PC建設業協会東北支部 様 （株）寺下建設 様 

（株）東建工営 様   （株）丸東製作所 様 

荻野防水（株） 様   （株）みちのく銀行 様 

（株）岩沢測量コンサル 様  外里建設（株） 様 

一沢コンクリート工業（株） 様 山田設備機工（株） 様 

（株）大成計装 様   （株）河原木電業 様 

（株）阿部組 様   岸本建設（株） 様 

大坂建設（株） 様   仙建工業（株） 様 

西松建設（株） 様   （株）岩本電機 様 

木部建設（株） 様   八戸石材企業組合 様 

 

(2) 個人（2019年 3月 31日現在） 

熊谷浩二様 嶋本勝様  小松國男様 原田保夫様 ほか  
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活動支援・お問い合わせについて 

1. 活動へのご支援のお願い 

八戸工業大学は開学以来、地域の企業と様々な活動を共に行ってきました。また、その過程で地

域の実情について、理解を深めてきています。そのような地域に密着した大学であるからこそ、情報

を集約して複合的問題を解決する「地域に不可欠な課題解決ハブ」となることができると考えていま

す。もちろん地域の課題は、地域に暮らす人々や企業が、持続的かつ自律的に活動を維持できる状

態となったとき、初めて解決されたと考えるべきです。単なるインフラの技術研究のみではなく、地域

の人々と企業、行政を結びつけて、地域が自律的に課題を解決できるよう導くことが、本事業を通じ

ての八戸工業大学の目指しているところです。 

各位におかれましては本事業の趣意にご賛同の上、ぜひご支援を賜りますようお願い申し上げま

す。ご支援いただいた寄付金は有効に活用し、人材の輩出と研究成果を通じて広く社会に還元する

とともにその成果をもって地域社会に貢献してまいります。格別なるご協力をお願い申し上げます。 

 

2. ご寄付お申込み 

ご寄付のお申し込みに関する書類・手続等のご案内は、研究ブランディング事業紹介ページ

（https://www.hi-tech.ac.jp/branding/）に掲載しております。 

 

3. お問い合わせ 

本報告書ならびに八戸工業大学研究ブランディング事業に関するお問い合わせは、八戸工業大学

社会連携学術推進室で承ります。 

TEL 0178-25-8005 

FAX 0178-25-1966 

E-mail kaikaku@hi-tech.ac.jp 

  

https://www.hi-tech.ac.jp/branding/
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八戸工業大学 

私立大学研究ブランディング事業 

 

ARCH PROJECT 手をとりあい、ともに守る 

アニュアルレポート 2017-18 

 

2019年 3月 31日 

 

⚫ ブランディングプロジェクト企画運営（八戸工業大学） 

高橋史朗、横溝賢、谷津昌樹、五十嵐七果＜以上ブランディング推進 PT＞ 

金子賢治＜研究推進 PT＞ 

 

⚫ ブランドコンサルティング（株式会社ロフトワーク） 

青木大地、濱田真一、室諭志、中川加衣、北尾一真 

 

当事業の趣旨にご賛同をお寄せくださった多くの地域の企業・市民の皆様、運営・推進にご協力いた

だいた方々に深く感謝申し上げます。 


